
散瞳薬を用いた自覚的屈折検査の比較検討 
 
 
倉優太郎、那知上瑞希、金子 弘 
新潟医療福祉大学 視機能科学科 
 
【背景・目的】 屈折度数の測定においては、できるだけ

調節を解除して行うことが望ましい。調節とは、毛様体筋

の収縮により眼光学系の屈折力を増加させ、近方の物体を

網膜上に結像させる機能である。実際の臨床において、特

に遠視眼や若年者の屈折測定には、＋3.00D 程度の凸レン

ズを付加装用して調節を除去する雲霧法がよく用いられ

る。雲霧法を用いると、通常の検査よりプラスよりの結果

が得られ、調節休止に効果のあることが認められている 1）。

さらに、散瞳薬や調節麻痺薬を点眼して調節機能を休止さ

せる方法もある。散瞳薬は種類によってその働きも異なり、

検査結果も異なる。そこで今回、雲霧法だけでなく 3 種類

の散瞳薬を用いて自覚的屈折測定を行い、それらの結果を

比較した。 
 
【方法】 対象は器質的疾患、手術歴を有さない遠視眼の

成人 7 名 14 眼である。まず、オートレフケラトメータに

て他覚的屈折度数を測定し、それを参考にレンズ交換法で

自覚的屈折検査を行った。つぎに、得られた自覚的屈折度

数に＋3.00D を加えた度数のレンズを 15 分間装用した後、

同様に自覚的屈折検査を行った(雲霧法)。 
さらに、両眼に散瞳薬を点眼し、自覚的屈折検査を行っ

た。使用した散瞳薬はネオシネジン、ミドリン P、および

サイプレジンである。ひとつの散瞳薬を使用した後、2 日

以上の時間をおいて次の散瞳薬による検査を行った。雲霧

法および散瞳薬点眼時の屈折度数を測定し、その等価球面

値を通常の検査結果と比較した。 
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【結果】 雲霧法および 3 種の散瞳薬を点眼して測定した

自覚的屈折度数の等価球面値の結果を図 1 に示す。図は通

常の屈折度数値と比較して、雲霧法およびネオシネジン、

ミドリン P、サイプレジンの各散瞳下で測定された度数と

の差を表している。いずれも通常平均に比べてプラスより

の度数が検出され、調節解除の効果で潜伏遠視が検出され

ることが分かった。最も強く調節解除されたのは雲霧法で

あり、続いてサイプレジンであった。この 2 つは通常平均

との間に有意差が認められた（p<0.05）。 
 
【考察】 本研究の結果から、潜伏遠視の検出のために行

う調節解除について、雲霧法および 3 種の散瞳薬はいずれ

も調節解除の効果があることが分かった。中でも雲霧法お

よびサイプレジンの点眼に有意な効果が認められた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 しかし検出された遠視量は他の文献と比較すると少な

かった。調節力は小児の方がより旺盛であり成人になるに

つれ低下するため、健常成人では相対的に検出される遠視

量が少なくなると考えられる。 
 今回、調節解除の効果が最も大きく認められたのは雲霧

法であった。これまで雲霧法では十分な調節解除は難しい

と考えられていたが、今回 15 分間の雲霧を行うことで点

眼薬に匹敵する調節解除効果が得られることがわかった。

正確な屈折測定のためには、散瞳薬などで調節解除して測

定が行われるが、受診患者すべてに点眼剤を使用するのは

困難である 2）。今回、雲霧法を十分に行うことで調節を解

除し、潜伏遠視を同様に検出できることがわかった。 
 一方、3 種の散瞳薬について、健常成人の調節麻痺効果

が最も高いのはサイプレジンであった。文献には、幼児か

ら小児への成長に伴い点眼による調節解除効果は減少す

る傾向があると報告されている 3）。またミドリン P は、散

瞳効果は大きいが調節麻痺作用が小さいとされ、そのため

他の散瞳薬と比較して検出される潜伏遠視量が少なかっ

たと考えられる。ネオシネジンは交感神経作動薬であるが、

調節に対する交感神経の作用は弱いため、調節麻痺効果は

少ないのではないかと予想された。 
 
【結論】 遠視眼の調節を解除し屈折値を正しく検出する

には、雲霧法およびサイプレジンの点眼に有意な効果が認

められた。 
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必要であれば図表を挿入 

 

提出された通りに印刷されるので、文字サイズの選択

やピントなど、不明瞭にならないよう注意。 

 

図表には、中央揃えでキャプション（説明文）をつけ

ること。図は下に、表は上につける。 

 

「文字列の折り返し」は「前面」で。 

本文と図表との間隔は 1行以上あける。 

0.00

0.21

0.09
0.07

0.17

0.00
0.05
0.10
0.15
0.20
0.25
0.30

屈
折
度
数
Ｄ

散瞳薬

(n=14)
*

*

図 1 各調節解除法による遠視眼の屈折値の変化 
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